
授業改善の取組
～先生同士の学び合い①②～

【目的】
教職経験の少ない教員が多数在籍するという現状があり、基本的な指導技術の習得を目指した。

【方法】
予め撮影した経験者の先生の授業動画を
夏季休業中に視聴する。授業評価表に記入
し、授業者に返す。

【結果】
教職員アンケートでは、経験者の先生方の
授業を見ることが、日々の授業づくりに役
立ったという声が聞かれた。９９％が肯定的
評価だった。

教職員アンケート結果

学び合い授業① 学び合い授業②

【方法】
福北版ポイントリストの項目（各学部に
応じたもの）を活用し、授業で行う項目
に授業者がチェックを入れ、相担同士で
授業を見合う期間を設ける（１０月中）

【結果】
福北版ポイントリストを用いて、項目を
意識した授業を行うことができた。
９５．２％が肯定的評価だった。

教職員アンケート結果

福北版ポイントリスト
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「学校を探検しよう～福北探検隊～」 (年間35時間)

① 学校探検をする中で、わかりにくいロゴマークが多いことに気付く

(校長室、事務室、職員室など)

② わかりやすいロゴマークの作成に向けて、情報収集

(インタビュー)→何をする場所？どんな道具を使う？

③ ロゴマークの作成

(iPadのアプリ上で、クラス内で共有)

④ 教職員にアンケートを実施

(より分かりやすくするためには、どうすれば良いか)

⑤ 改善・完成

(ロゴマークの掲示)

前期の取組

① 学校周辺の地域について知る

(ゲストティーチャー(社会福祉士))

② 外部との連携により、高齢者向けサロンと繋がる

(社会福祉協議会の協力)

③ 情報収集

(体験・活動内容や困っていることなどをインタビュー)

④ ロゴマーク、ポスターの作成

(グループやペアでの活動)

⑤ 完成・活用

(完成したロゴマークとポスターをサロンへ持っていき、掲示し
てもらう)

後期の取組

系統性のある学習活動

～前期に学んだことを後期生かす～

110 広島県立福山北特別支援学校 実践テーマ：地域との連携・協働
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